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松原市政の 12 年間 

 

 松原市長の 3 期 12 年間は、「ごみ減量と環境」「少子高齢化」「安心・安全」「市民との協

働」「厳しい財政事情」という 5 つの言葉に凝縮される。 

 

１ 「ごみ減量」から「環境首都」への飛躍 

 「ごみ市長」 1 期目の松原市長は、代名詞となったこの言葉に象徴されるように、ごみ

との闘いであった。 

  始まりは、「藤前干潟の埋め立て断念！」であった。その英断は、「ごみ非常事態宣言」

の発動となり、追いつめられていたごみ問題を、行政だけでなく市民もともに考え、行動し、

解決していく機運を醸成した。当初掲げた「20 万トンのごみ減量」の実現は、市長のリーダ

ーシップと「市民との協働」の成果であるといえる。 

 以来、この「市民との協働」を力にして次々と環境施策を展開していった。「名古屋方式の

分別」とリサイクル推進、「環境デーなごや」から地域のクリーンキャンペーン活動や環境教

育の拡大、レジ袋有料化の全市での実施、名古屋交通戦略による CO2 削減計画の推進な

ど、「環境先進都市」「循環型社会の実現」から「環境首都」への道筋をつけ、COP10 を誘致

することに成功した。「環境首都」への道半ばとはいえ、松原市政 12 年間の最大の成果で

あるといえる。 

 

２  急速に進行する「少子高齢化」に適切に対応 

 少子高齢化が急速に進行する中で、次世代育成支援・少子化対策は、喫緊の重要課題

である。その重要性に鑑み、「子ども青少年局」を創設し、「子育てするなら名古屋で」を合

い言葉にした子育て支援策を次々と打ち出し、施策の拡充を図った。直近では、子どもの

医療費無料化を段階的に拡充してきた中で、本年度は「小学校 6 年生までの入院・通院、

中学校 3 年生までの入院」無料化を実施した。また、第 3 子の保育料の無料化やトワイライ

トスクールの全校実施を実現した。 

  学校教育においては、家庭・地域との連携を重視した名古屋発の「教育改革プログラム」

を策定し、他都市に先がけて 1、2 年生の 30 人学級を実施した。また、少人数指導担当教

員の配置拡大、スクールカウンセラーの中学校への全校配置、部活動外部講師や顧問派

遣事業の拡大など、児童・生徒ひとり一人に行き届いた教育を実現するための諸施策を展

開した。また、学校規模の適正化を図るために、小規模校の統合や過大規模校の解消に

向けての新設校の設置も推し進めた。 

   一方、高齢者に対する福祉では、敬老パスについて一部負担金の導入を図りつつ、

「敬老パスは 65 歳からの交付を堅持し、将来にわたって持続的、安定的に交付する」ことと

した。これは、他都市の追従を許さない特筆すべき施策といえる。 
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また、特別養護老人ホームや在宅サービスセンターなどの拡充や福祉給付金による医

療費自己負担金の助成など、老後を安心して暮らすための環境を着実に整えてきている。 

 

３  「安心・安全」で活気あふれるまちづくりの推進 

 「安心・安全なまちづくり」についても、積極的に施策を推進した。 

 東海地震などの災害に対応するために国に先んじて実施した全小中学校の耐震工事、

学区ごとの自主防災組織つくりや緊急雨水整備計画の推進による 60 ㎜の貯留管敷設など

の防災対策は、全国に誇りうる施策である。 

 また、地下鉄名城線の環状化や桜通線の野並から徳重への延伸、あおなみ線の開通な

ど、交通基盤の整備を推し進めたり、「安心・安全で快適なまちづくりなごや条例」を制定

し、路上喫煙の規制や自転車有料化を始めとした自転車対策などを実施したりするなど、

快適な市民生活の実現を推進したことも、先進的な施策といえる。 

  さらに、市民の健康と生命を守る施策として、市立病院整備計画とともに「クォリティライ

フ 21 城北構想」を策定し、「病院局」を創設して、救急医療や高度医療の充実と経営健全

化を推し進めている。 

 一方、「オアシス 21」や「明日ナル金山」をオープンさせ、活気ある街づくりにも力を尽くし

た。また、2005 年万博「愛・地球博」を成功に導き、トリノ市と姉妹友好都市提携を実現し、

国際交流を推進した功績も大きい。景気が低迷していた数年前でも、「元気な名古屋」と言

われるほどに経済の活性化を図ったことは、驚嘆に値する。 

 

４  「厳しい財政事情」の中で手腕を発揮 

  「厳しい財政事情」は、数々の大きな成果を上げてきた松原市政の 12 年間を通じて、常

について回り、施策を展開する上での足かせとなってきたであろう。しかし、そんな状況下

だからこそ、市長としての手腕が問われることになるとも言えるし、結果としてその力を十分

に発揮してきたと考える。 

 一には、迅速に財政健全化計画を打ち出し、全国に先がけて全事務事業の行政評価を

行い、他都市では例のない財源配分型予算の執行を行った。また、計画的な定員管理によ

る職員数の削減、給与の削減などを断行してきた。その結果、毎年度の市債発行を抑制

し、市債残高の削減を実行してきている。 

 そんな中、昨年発覚した「不適切な会計処理」いわゆる裏金問題は、名古屋市全体を震

撼させ、市民の行政に対する信頼を大きく揺るがした。松原市長にとって痛恨の極みであ

ろうし、議会のチェック機能のあり方が問われることともなった。事後の対応については、迅

速、適正に処理されたと考えるが、松原市政 12 年間の最大の危機であった。 
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５  松原市政の 12 年間 

 民主党名古屋市会議員団は、この 12 年間名古屋市会第一党として「是々非々」の立場で

松原市長を支えてきた。ときには激しく議論を闘わせ、ときには強く政策要望を行い、さまざ

まな改革を提言し、市民の声をしっかりと届けてきた。 

 それに対して松原市長は、自らが行動することによってリーダーシップを発揮し、「市民と

の協働」の下、目標とする「誇りと愛着の持てるまち・名古屋」の実現に向けてひた走ってき

た。急激に変化する社会状況と厳しい財政状況下でも、幅広く、多岐にわたる施策をバラン

スよく、着実に推進してきた。とりわけ、「敬老パスの交付 65 歳の堅持」「子ども医療費の無

料化拡大」や「精神障害者へ医療費無料化」等々、政令市の中でもトップに位置する施策も

多く、「政令市のトップランナー」を標榜するものである。 

  その一方で、4 大プロジェクトを始めとした大型事業については、さまざまな論議を呼んで

いる。いづれの事業も何十億、何百億という財源を必要とし、負債の増加も懸念されること

から、コストの縮減や期間の延長などを視野に入れた見直しも必要となるであろう。また、

本市の財政は、慢性的な「厳しい財政事情」に加えて、米国発の世界的な経済不況の影響

で、さらなる歳入不足が予想される。すでに「あれも、これも」から「あれか、これか」へと施

策展開の転換を図るときがきているといえる。 

  2010 年には、名古屋は開府 400 年を迎える。松原市長は、この 2010 年を一つの到達点

として「名古屋新世紀計画 2010」を策定し、施策を着実に推進してきた。その道のりは、た

いへん厳しかったであろうが、名古屋の明るい未来を展望し、市民の安心・安全で豊かな

暮らしを創造しながら、未来を担う子どもたちに「誇りと愛着の持てるまち・名古屋」を手渡

すために奮闘した松原市長の 12 年間を、私たちは高く評価し、敬意を表するものである。 

 

 

 




